絵を読む（ひとつの解釈）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
記憶を失うと困るのはなぜか？それは、行動の仕方がわからなくなるためです。

ヒトはまわりの事物が「モノである」というだけではダメで、その上に「意味のシート」をかぶせて世界を眺めています。

これは犬。

これは先生。

この紙切れはお金。

ここは静かに話を聴く所。　などなど

犬と先生に同じ態度で話しかけたりはしないでしょ？でも、記憶を失くして「生き物」というくくりしか頭の中に残らなかったヒトは、まわりの生き物すべてに同じように話しかけます。
これはカンバスに絵具を塗りつけたものです。でも、「意味のシート」にいろいろと書き込みがされている人は、この絵から様々なことを読み取ってしまうはずなのです。
例えば、武道をやる人が、ちょっとした足の踏み込みのちがいから「相手の次の出方」を読み取ってしまうみたいにね。

以上は前置き。では絵の話に入りたいと思います。

まず年代ですが、この絵は100年くらい前に描かれたものだそうです。

描いたのはイリア・レーピンという画家。国はロシア。
この絵にはモデルがいるので、ある程度の事実はわかっています。
どんな場面だかわかりますか？

実は、死んだと思われていた一家の主が帰ってきた場面なのです。

100年前、ロシア、ボロボロの男。これでピンときた人はえらい。

この男は政治犯で、刑務所（強制収容所）から予期せず釈放されてきた場面だそうです。場の緊迫した空気が読めればよし。

「戦争」と思った人はいいセンスをしています。

命からがら生き延びてきたような印象があります。

（くたびれて痩せた様子。ひげ面に汚れた服。）

死んだはずの人が出てきたような驚き方をしていませんか？

<↓ここから推測> 

この男はおそらく一家の主です。

手前で驚いたように立ち上がっているのはそのお母さん（おばあちゃん）。

（白髪が入っていて、1人だけいいイスに座っています。腰が悪いのかも？）

予期せぬ訪問だったことが伺えます。

右の2人はおそらくこの男の子どもでしょう。

ピアノの前に座っているのは誰かな？

女の子がよそ行きのきちんとした服を着ているところからすると、ピアノの先生かもしれません。

奥にいるのはメイドさん。

ピアノや服、メイドさん、彼がいなくても生活が送れていたことなどから考えて、おそらく長く続いている裕福な家です。

（壁のクロスや世界地図。古い写真などもある。あのうちの1枚はおじいちゃん？）

男は何年くらい居なかったのか？

これは推測になりますが、おそらく5年くらいと見ます。

男の子と女の子でなぜ表情がちがうのか。

（男の子は父の顔を覚えているけど、女の子は覚えていないみたい。女の子が生まれる前に連行された？）

季節がいつかわかりにくいかも知れませんが、春先ではないかな？

（左の窓の外が若草色。）

男の服装とのギャップですが、おそらく真冬に連行されて、5年くらい経った春先に釈放されたのではないでしょうか。

彼は政治犯だそうです。

彼が収容されている間、家に残された人たちは周囲からどう見られるか？

「犯罪者の家」です。

おそらくつらい立場に立たされていたのではないでしょうか。

メイドさんの眼には非難の色が見えている気がします。

男の子が満面の笑みなのは、幼いのでその辺の事情が飲み込めていないためでしょう。

左隅にどけてあるイスは、この男の席だったのかもしれません。

どの程度当たっていると思いますか？

いずれにせよ、読めない人にとっては「ただの絵」です。

ぼくのこうした話からも多くを吸収できる人と、できない人がいます。

あなたは受け手として洗練されているでしょうか。
